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１
． 

愛
知
県
内
の
三
岸
節
子
作
品　

　
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
で
は
現
在
、三
岸
節

子
に
よ
る
油
彩
画
・
デ
ッ
サ
ン
等
約
一
二
〇
点
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
が
、愛
知
県
内
に
は
他
に
も
節
子
の
絵
画

を
持
っ
て
い
る
美
術
館
が
多
数
あ
り
ま
す
。県
内
で
は
、

名
古
屋
市
美
術
館
、堀
美
術
館（
名
古
屋
市
東
区
）に
ま

と
ま
っ
た
数
の
節
子
作
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、愛

知
県
美
術
館
、岡
崎
市
美
術
館
、刈
谷
市
美
術
館
、豊
橋

市
美
術
博
物
館
等
に
も
節
子
の
絵
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。三
岸
節
子
は
郷
土
の
画
家
と
し
て
、県
内
各
地
の

館
に
作
品
が
収
め
ら
れ
、地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。そ
ん
な
県
内
に
あ
る
三
岸
節
子
作
品
か
ら
、今

回
は
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

２
． 

堀
美
術
館「
暁
暗
」

　

卵
の
よ
う
な
楕
円
形
の
輪
が
三
つ
、画
面
の
中
央
を

転
が
る
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。背
景
の
燃

え
る
よ
う
な
赤
、空
の
青
さ
と
相
ま
っ
て
、一
度
見
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
あ
ふ
れ
た
作
品

で
す【
図
１
】。

　

本
作
を
描
く
前
年
の
昭
和
三
十
九
年（一
九
六
四
）、

節
子
は
そ
れ
ま
で
暮
ら
し
た
長
野
県
軽
井
沢
か
ら
、神

奈
川
県
大
磯
に
転
居
し
ま
し
た
。そ
こ
は
明
る
い
太
陽

の
光
が
降
り
注
ぐ
丘
陵
地
だ
っ
た
こ
と
で
、軽
井
沢
時

代
の
内
省
的
な
作
風
か
ら
一
転
、太
陽
を
讃
え
た「
太
陽

讃
歌
」シ
リ
ー
ズ【
表
紙
】を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の「
暁
暗
」と
は
、闇
の
中
を
朝
日
が
照
ら
し

出
し
た
頃
の
こ
と
。そ
う
す
る
と
、こ
れ
は
山
並
み
か
ら

太
陽
が
顔
を
出
し
た
場
面
で
し
ょ
う
か
。三
つ
の
楕
円
は
、

昇
り
ゆ
く
太
陽
の
異
時
同
図（
一
枚
の
絵
の
中
に
違
う
時

間
の
出
来
事
を
同
時
に
描
く
手
法
）の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。こ
れ
か
ら
輝
こ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
包
す

る
よ
う
な
力
強
い
画
面
は
、画
家
と
し
て
開
花
し
て
い

く
節
子
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

３
． 

愛
知
県
美
術
館「
ら
く
が
き
」

　

変
わ
っ
た
タ
イ
ト
ル
な
が
ら
、作
品【
図
２
】を
見
れ

ば
誰
も
が
そ
の
意
味
に
納
得
し
て
し
ま
い
ま
す
。赤
み

を
帯
び
た
壁
に
は
、ど
こ
か
の
子
ど
も
が
引
っ
掻
い
て

描
い
た
の
か
、人
の
顔
の「
ら
く
が
き
」が
。節
子
も
ま

た
画
面
を
引
っ
掻
い
て
、図
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
ま
す
。下
地
に
黒
を
用
い
て
そ
の
上
に
白
、赤
を
重

ね
、表
面
を
ガ
リ
ガ
リ
と
削
っ
て
い
く
描
法
か
ら
は
、

ま
る
で
い
た
ず
ら
を
試
み
る
よ
う
な
画
家
の
描
く
喜

び
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
作
品
に
は
、元
と
な
っ
た
風
景
を
画
家
自
身

が
撮
影
し
た
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す【
図
３
】。こ
の

光
景
に
出
会
っ
た
と
き
、節
子
は「
お
も
し
ろ
い
」と

直
感
し
た
の
で
し
ょ
う
。写
真
に
は
、絵
と
同
じ
、四

角
い
顔
に
バ
ツ
印
を
付
け
た
ら
く
が
き
が
写
り
込
ん

で
い
ま
す
。写
真
に
は
顔
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ら
く

が
き
が
写
っ
て
い
ま
す
が
、絵
で
は
四
角
い
顔
の
部
分

に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
、作
者
の
美
的
な
感
覚
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
四
十
三
年（一九
六
八
）、節
子

は
大
磯
を
離
れ
て
家
族
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
へ
移
住

す
る
と
、そ
こ
を
拠
点
に
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
に
も

足
を
伸
ば
し
て
、風
景
画
を
制
作
し
ま
し
た
。「
ら
く

が
き
」の
舞
台
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
は
、節
子
が
特
に
愛
し
た

地
で
、【
図
４
】

の
よ
う
に
運

河
や
ゴ
ン
ド
ラ

を
描
い
た
作
品

を
多
く
残
し
て

い
ま
す
が
、と

き
に
ら
く
が

き
の
壁
と
い
っ

た
街
角
の
何

気
な
い
風
景

に
も
惹
か
れ
て

い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

 

県
内
に
あ
る

こ
れ
ら
の
三

岸
節
子
作
品
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、ま
た
普
段
か
ら
各
館
の
常
設
室
に
展
示
さ

れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、並
べ
て
見
る
こ
と
は

叶
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、作
家
の
生
誕
記
念
展
等
を
当

館
で
開
催
す
る
際
に
は
、一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館 

                               

学
芸
員 

野
田
路
子
）

「
一
宮
市
」に
は
、一
宮
市
博
物
館
・一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の「
身
近
な
文
化
」を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▲図１　三岸節子《暁暗》1965年　堀美術館蔵
　　　  ⒸMIGISHI
　　　  （130.5×162.0㎝）

▲図２　三岸節子《らくがき》1973年
　　　  愛知県美術館蔵　ⒸMIGISHI
　　　  （92.2×72.9㎝）
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節
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を
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岸
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学
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▲図３　三岸節子《らくがき》（愛知県美術館蔵）の元となったと
　　　　考えられる写真　1973年頃撮影：三岸節子　提供：高輪画廊

▲図4　三岸節子《小運河の家》（1）1972年
　　　  一宮市三岸節子記念美術館蔵　©MIGISHI
　　　  （100.0×81.0㎝）
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令
和
7
年
12
月
21
日（
日
）、愛
知
県

文
化
協
会
連
合
会
西
尾
張
部
芸
能
大

会
が
、大
口
町
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。本
協
会
か
ら
は
、宮
後
住
吉

踊
保
存
会（
一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
）が

出
演
し
、手
踊
り「
豊
年
・
す
が
わ
き
・

音
頭
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　
一
宮
市
に

古
く
か
ら

継
承
さ
れ

て
き
た
芸

能
の
発
表

に
、会
場
か

ら
は
大
き

な
拍
手
が

起
こ
り
ま

し
た
。

第80回

（11・12月分）

美術部 芸能部

11月8日（土）～９日（日）
アイプラザ一宮
一面会

第41回一面会能・狂言面作品展

11月22日（土）～23日（日）
一宮スポーツ文化センター

（公社）中部日本書道会一宮支部

第70回（公社）中部日本書道会 一宮支部展

11月22日（土）～23日（日）
一宮スポーツ文化センター

（公社）中部日本書道会一宮支部

第53回（公社）中部日本書道会 一宮支部学生書道展

12月2日（火）～7日（日）
三岸節子記念美術館
尾西作家協会

第23回尾西作家協会展

11月9日（日）
アイプラザ一宮
一宮舞踊協会

こま希久会日舞発表会

12月9日（火）～14日（日）
三岸節子記念美術館

アクアの会

水彩画アクア展

12月16日（火）～21日（日）
三岸節子記念美術館
楽しく描こう会

楽しく描こう会水彩画展

12月7日（日）
尾西信金ホール（木曽川文化会館）
ファミリーアンサンブルおとのは

おとのはクリスマスファミリーコンサート

12月14日（日）
尾西市民会館
一宮市民吹奏楽団

一宮市民吹奏楽団第50回定期演奏会

愛
知
県
文
化
協
会

連
合
会
の
催
し

西
尾
張
部
芸
能
大
会（
報
告
）
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第80回

開催報告

音楽部

文学部

11月2日（日）
一宮スポーツ文化センター

一宮俳句協会

俳句大会

11月9日（日）
一宮スポーツ文化センター

真清短歌会

市民短歌大会

11月2日（日）
尾西市民会館
一宮シティ合奏団

一宮シティ合奏団第31回定期演奏会

11月2日（日）
アイプラザ一宮

吟道関心流愛知県本部真和支部

吟道関心流愛知県本部真和支部50周年吟詠大会

11月2日（日）
尾西商工会館
山瑩会

曾山流樹徳吟詠会山瑩会第103回錬成会

11月23日（日）
尾西信金ホール（木曽川文化会館）

一宮三曲協会

一宮三曲協会定期演奏会

11月23日（日）
尾西市民会館

尾西ウィンドオーケストラ

尾西ウィンドオーケストラ第95回定期演奏会

「第80回一宮市芸術祭」を
2025年9月から12月に市
内各所で開催しました。
期間中には41行事が開催
され、16,000名を超える方
が来場されました。

第
50
回
愛
知
県
文
連
美
術
展（
報
告
）

　
令
和
8
年
1
月
20
日（
火
）〜
25
日

（
日
）、愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
、第
50
回
愛
知
県
文
連
美
術
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て

写
真
部
門
が
設
け
ら
れ
、本
協
会
か
ら

の
出
品
作
品
も
会
場
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

奨
励
賞 

冨
田
淳
子
さ
ん（
洋
画
部
門
）

　
　
　 

桐
山
要
さ
ん
　（
書
部
門
）

冨田淳子さん
「カモフラージュ」

桐山要さん
「吉祥止止」
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エッセイ 　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
お
と
の

は
は
、
子
育
て
世
代
の
マ
マ
た
ち
を
中

心
に
活
動
す
る
吹
奏
楽
団
で
す
。

　

学
生
時
代
に
青
春
の
多
く
を
費
や
し

た
吹
奏
楽
と
も
う
一
度
向
き
合
い
た

い
、
そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
気
持
ち
か
ら

楽
器
を
再
開
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
子

育
て
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
は
思
っ

て
い
た
よ
り
ず
っ
と
大
変
で
し
た
。
平

日
の
夜
は
練
習
に
行
け
な
い
。
休
日
は

家
族
の
予
定
が
優
先
。
子
ど
も
を
連
れ

て
行
け
る
場
所
も
限
ら
れ
る
。
そ
れ
な

ら
ば
「
マ
マ
た
ち
が
気
軽
に
音
楽
を
楽

し
め
る
場
を
作
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
お
と
の
は
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

練
習
場
所
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
や
走
る
足
音
、
泣
き
声
が
響

い
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
す
べ
て

を
„
生
活
と
音
楽
が
混
ざ
り
合
う
音
“

と
し
て
自
然
に
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
静
ま
り
返
っ
た
空
間
で
奏
で
る
音

で
は
な
く
、
暮
ら
し
の
延
長
線
上
に
あ

る
音
。そ
の
温
度
の
あ
る
響
き
こ
そ
が
、

お
と
の
は
の
原
点
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
に
も
私
た
ち
ら
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
座
っ
て
演
奏
す

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
「
音

楽
っ
て
楽
し
い
！
」
と
感
じ
て
も
ら
う

た
め
に
視
覚
的
な
演
出
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
エ
レ
ク

ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
手
作
り
の
フ
ロ
ー
ト
や
キ
ラ
キ
ラ

光
る
汽
車
が
登
場
し
、
客
席
の
子
ど
も

た
ち
は
目
を
丸
く
し
て
見
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ

て
も
、
練
習
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
集

中
で
き
な
い
日
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で

も
「
ま
た
音
楽
に
戻
り
た
い
」
と
思
う

気
持
ち
を
大
切
に
で
き
る
場
所
で
あ
り

た
い
。
私
自
身
が
支
え
ら
れ
、
救
わ
れ

て
き
た
か
ら
こ
そ
、そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
「
親
子
で
文

化
を
楽
し
む
場
が
当
た
り
前
に
あ
る
地

域
」
で
す
。
子
育
て
中
の
大
人
が
文
化

か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
生
活

の
す
ぐ
そ
ば
に
音
楽
が
あ
る
時
間
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
と
の
は

の
演
奏
を
聴
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
音

楽
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た

ら
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
お
と
の
は
」
と
い
う
名
前
に
は
、

今
は
小
さ
な
芽
で
も
、
み
ん
な
で
大

切
に
育
て
て
、
い
つ
か
き
れ
い
な
花

が
咲
き
ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
ま
す
。
小
さ
な
葉
っ
ぱ
が

風
に
乗
っ
て
遠
く
へ
届
く
よ
う
に
、
私

た
ち
の
音
も
誰
か
の
心
に
そ
っ
と
残
る

よ
う
に
。
日
々
の
生
活
の
中
に
寄
り
添

い
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
息
を
す

る―
―

そ
ん
な
場
所
を
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
お
と
の
は 

坂  

麻
衣
子

小
さ
な
芽
の
そ
ば
で

ファミリーコンサートオリジナルステージ

ファミリーコンサートカーテンコール

おとのはのメンバー

ば
ん

お
と
の
は
の
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
下
記
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
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『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　
☎（
78
）7
9
5
3

日
時 

▼
4
月
7
日
㈫
・
5
月
19
日
㈫

　
　
　

6
月
2
日
㈫　
午
前
10
時
〜

会
場 

▼
中
央
図
書
館

内
容 

▼
漢
詩
文
の
実
作
指
導
や
、創
作

　
　
　

 

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間
で

　
　
　

 

行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
年
３
、０
０
０
円

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

『
狂
俳
月
例
会
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　
☎（
78
）5
0
0
2

日
時 

▼
4
月
11
日
㈯
・
5
月
9
日
㈯

　
　
　

6
月
13
日
㈯　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼
葉
栗
公
民
館

内
容 

▼
各
自
10
句
持
参
、互
選
に
よ
り

　
　
　

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

『
筝
曲
演
奏
会
』

  【
問
合
せ
先
　
藤
乃
会
】

　
☎（
62
）8
3
2
7

日
時 

▼
3
月
29
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
〜

会
場 

▼
尾
西
商
工
会

内
容 

▼
筝
曲
の
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

入
場
料 

▼
無
料

『
能・狂
言
面
の
制
作
』

  【
問
合
せ
先
　
一
面
会
】

　
☎（
71
）2
7
1
6

日
時 

▼
4
月
4
日
㈯
・
25
日
㈯

　
　
　

5
月
9
日
㈯
・
23
日
㈯

　
　
　

6
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

会
場 
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議
室

内
容 

▼
実
作
指
導（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
月
３
、０
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

『
市
民
短
歌
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　
真
清
短
歌
会
】

　
☎（
85
）7
0
7
4

日
時 

▼
4
月
12
日
㈰
・
5
月
10
日
㈰

　
　
　

6
月
14
日
㈰　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
実
作
指
導（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
当
日
直
接
会
場

『
市
民
俳
句
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　
☎（
73
）0
2
8
2

日
時 

▼
4
月
19
日
㈰
・
5
月
17
日
㈰

　
　
　

6
月
21
日
㈰
・
7
月
19
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
〜

会
場 

▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
当
季
雑
詠
２
句
を
実
作
指
導
し

　
　
　

 

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
開
催
日
の
前
月
末
日（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、参
加
希

望
日
・
当
季
雑
詠
２
句（
初
参

加
の
方
は
希
望
者
の
み
）・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
電
話
番
号
・
参
加
経

験
の
有
無
を
記
入
の
上
、次

頁
事
務
局
ま
で
送
付

『
大
正
琴
発
表
会
』

  【
問
合
せ
先
　
琴
城
流
大
正
琴
琴
幸
会
】

　
☎（
62
）6
1
4
7

日
時 

▼
4
月
26
日
㈰　

午
後
1
時
〜

会
場 

▼
墨
会
館

内
容 

▼
民
謡
、唱
歌
、昭
和
歌
謡
な
ど
懐

　
　
　

 

か
し
い
曲
目
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料 

▼
無
料

『
春
季
謡
曲
大
会
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　
☎（
73
）1
3
8
8

日
時 

▼
4
月
19
日
㈰

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜

会
場 

▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
素
謡
、連
吟
等
の
発
表

入
場
料 

▼
無
料
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『
市
民
川
柳
教
室
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
川
柳
社
】

　
☎（
85
）7
0
7
4

日
時 
▼
4
月
26
日
㈰
・
5
月
24
日
㈰

　
　
　

6
月
28
日
㈰　
午
後
1
時
〜

会
場 

▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
実
作

　
　
　

 

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料 

▼
無
料

申
込
み 

▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
下
記
事
務

局
ま
で
電
話

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
2
6
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　
☎
0
8
0（
5
1
0
2
）8
6
1
1

日
時 

▼
6
月
21
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

会
場 

▼
尾
西
市
民
会
館

内
容 

▼
麒
麟
が
来
る
、刑
事
ド
ラ
マ

メ
ド
レ
ー
な
ど
ド
ラ
マ
主
題

曲
、挿
入
曲
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。今
回
も
会
場
の
皆

さ
ん
と「
星
条
旗
よ
永
遠
な

れ
」を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料 
▼
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

『
一
宮
音
楽
家
協
会

　
　
　
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

  【
問
合
せ
先
　
一
宮
音
楽
家
協
会
】

　
☎（
45
）9
2
4
1

日
時 

▼
5
月
10
日
㈰　
午
前
11
時
〜

会
場 

▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

▼
ピ
ア
ノ
や
声
楽
で
ク
ラ
シ
ッ

　
　
　

ク
、ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、親
し
み

　
　
　

や
す
い
名
曲
を
気
軽
に
お
楽

　
　
　

し
み
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー

　
　
　

ト
で
す
。

入
場
料 

▼
無
料

『
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　  

第
96
回
定
期
演
奏
会
』

  【
問
合
せ
先
　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　
☎
０
９
０（
7
0
2
8
）9
1
6
5

日
時 

▼
6
月
28
日
㈰　

午
後
2
時
〜

会
場 

▼
尾
西
市
民
会
館

内
容 

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
・

ゲ
ー
ム
音
楽
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
で
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
料 

▼
５
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

春の市民美術教室 写真『楽しく始める芸術写真』
日時・会場　5月7日～28日の木曜日
　　　　　  午後1時30分～3時30分一宮スポーツ文化センター
　　　　　  屋外撮影会　5月10日、17日（日）138タワーパーク等
内容　屋外での撮影を交え、写真の基礎を学びます。
講師　夫馬勲さん（日本写真家協会会員）
定員　20名（抽選）
受講料　1,500円
申込締め切り日　4月16日（木）

油彩・アクリル画『初心者からの油彩・アクリル画』
日時　5月22日～7月3日の金曜日（6月26日を除く）
　　　午前10時～正午
会場　いちのみや中央プラザ体育館（第1・2会議室）
内容　油彩またはアクリル画の基礎を学び、人物画を描きます。
講師　大島麻琴さん（二科会会員、一宮美術作家協会）
定員　40名（抽選）
受講料　4,500円（教材費含む）
申込締め切り日　4月23日（木）

書『楽しみ、親しみま‘書’』
日時　6月3日～7月8日の水曜日
　　　午前9時30分～11時30分
会場　一宮スポーツ文化センター
内容　書道の基礎を学び、自分らしい字でオリジナル作品を作ります。
講師　川浦碧濤さん（（公社）中部日本書道会一宮支部）
定員　20名（抽選）
受講料　2,400円（教材費を含む）
申込締め切り日　5月14日（木）

一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）
〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号
TEL 0586－85－7074　／　FAX 0586－73－9213
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